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市民大学事業再構築の方向性について④ 

 

市民大学は現在、様々な学習事業を行っている生涯学習センターの一事業として実施し

ている。市民大学に限らず、事業の看板を掲げ続けて実施するためには、他の学習事業と

の区別化が必要である。 

そのことを前提として、第２～４回運営協議会での意見を元に、市民大学事業の大枠と

なる内容を整理しながら、検討が足りない部分について引き続き意見をいただきたい。 

 

１ 基本理念について 

現在の基本理念を改めるに至る趣旨の意見が特にないため、継続する。 

 

○基本理念 

・あなたを励まし、地域を育てる 

 

２ プログラムの方向性について 

第３・４回運営協議会における「人材育成という点で「地域を育てる」型の講座は必

要だが、その前段として多くの方々に関心を持っていただくことが大事」という認識を

踏まえ、第３・４回運営協議会で提示した案２の方向性で見直しを進める。 

 

○プログラムの方向性 

・「地域を育てる」型の講座を軸に据え、「あなたを励ます」型の講座は「地域を育

てる」型の講座につながるもののみを取り扱う。 

 

※「『まちだ市民大学ＨＡＴＳ推進計画』検証と提言（2007 年 3 月）」より 

・あなたを励ます＝地域で生活していくための力づけ 

・地域を育てる＝地域に係わっていくための力づけと、その結果としての地域貢献 

⇒「まちだ市民大学ＨＡＴＳ」の他に類を見ない最大の特徴は「地域を育てる」 

つまり、地域に係わる力を持った人づくり、を正面に掲げていることである。 

 

３ 「基本理念」と「プログラムの方向性」に基づいて実施する講座について 

町田市生涯学習センター運営見直し実行計画では、市民大学の方向性について、「各

講座【役割１：学びの裾野を広げる】事業との整理を行い、課題解決型・人材育成型に

再構築します。」としている。 

そこで、前述の基本理念プログラムの方向性も踏まえ、「地域を育てる」型の講座を

軸に据えることを前提としたうえで、「あなたを励ます」型の講座は、「地域を育てる」

型の講座に導入するための講座と位置付けて実施する。 
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■「基本理念」と「プログラムの方向性」に基づいて実施する講座の考え方 

 
地域を育てる型 

(役割３:学びを深め、活かす) 

あなたを励ます型 

(役割１:学びの裾野を広げる) 

講座の目的 ・学習を通じて地域課題に対す

る行動につなげる 

・学習を通じて地域課題に関す

る気づきを与える 

受講対象 ・制限なし ・制限なし 

講座の内容 ・地域課題への理解を深める講 

 座 

・日常生活や地域での行動を促

す（行動につなげる）講座 

・地域を育てる型講座と体系的

につながる講座 

・地域課題への気付きや市民

力・市民性の醸成につながる

講座 

※いずれも教養講座でも可 

受講後の受講者

に期待する行動 

・地域に向けての対外的な行動

を取る（知人への助言やＳＮ

Ｓでの情報発信なども可） 

・地域を育てる型講座の受講 

・日常生活で個人的に取り組む 

 

４ 学習領域および学習領域と講座の位置付けの見直し 

市民大学の学習領域は、1990 年 12 月の答申「町田市市民大学構想について（答

申）」の中で名称の項目ではじめて記されている。 

 

親しみやすいことと、市民生活の幅広い学習領域に応えるという観点から、市民 

大学の名称を次の頭文字をとって『（仮称）まちだ市民大学ＨＡＴＳ』とします。 
 

Humanity   市民の－人間性 

Art ＆ Literature      芸術・文芸 

Technology＆Science      技術・科学 

Sports ＆ Health      スポーツ・健康 
 

ＨＡＴＳ：この市民大学で、何かにハッと気付く 

市民という帽子（hat）をかぶった大ぜいの人々 

 

その後、1997 年 8 月策定の「まちだ市民大学ＨＡＴＳ推進計画」では、６つの学習

領域が設定されており、「ＨＡＴＳ」の４つは主に「あなたを励ます」ことに力点が置

かれていた。「地域を育てる」に力点が置かれた学習領域としては、「ＨＡＴＳ」とは別

に「まちだ市民学」として「まちだ学」「市民学」が設定されていた。 

現時点の状況から改めて学習領域を考えると、「芸術・文芸」と「スポーツ」は、教

育委員会から市長部局に所管が変わったことと、所管部署での現在の事業内容を考慮す

ると、市民大学として講座を実施することは考えにくい。 
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また、旧公民館と旧生涯学習課市民大学係との統合や、見直し実行計画で講座事業を

役割ごとに整理していることを踏まえると、教養の要素が強い講座は、市民大学ではな

く、その他の生涯学習センターの講座と位置付けるほうが、整合を取りやすい。 

このように、今後のプログラムの選定は、分野ではなく、受講者の地域課題に向けた

行動を軸に考えることになり、学習領域自体に意味を持たなくなる可能性がある。 

このことから、学習領域という概念は撤廃し、「ＨＡＴＳ」の名称は「ハッと（ＨＡ

ＴＳ）しよう」という意味を持つ愛称として取り扱うこととしたい。 

 

 ■市民大学の学習領域 

町田市まちだ市民大学 HATS事業実施要領  
町田市市民大学構想 

について（答申） 

学習領域 講座 名称 

人間性に関すること。 ふれあい人間学 Ｈ Humanity 

芸術及び文芸に関すること。 遊々創造学  Ａ 
Art ＆ 

Literature 

技術及び科学に関すること。 生き活き技術学 Ｔ 
Technology ＆ 

Science 

スポーツ及び健康に関するこ

と。 

こころとからだの 

健康学 
Ｓ 

Sports ＆ 

Health 

前各号に掲げるもののほか、地域における生涯学習の推

進に関すること。 
－ － 

 

 ■市民大学の講座 

講座 現行 過去 

(1) ふれあい人間学 
まちだの福祉、 

人間学 

まちだ市民国際学、くらしに活きる

法律、共に生きるまち・人、新しい

家族論、みんなのまちづくり学、ま

ちだ学、こころを伝える手話の世界 

(2) 遊々創造学 町田の歴史 

まちだの文芸・芸術、陶芸講座、ま

ちだ市民史学、まちだの考古・考現

学、町田の郷土史 

(3) 生き活き技術学 
多摩丘陵の自然入門、 

環境学 

くらしに活きる法律、オンライン講

座、多摩丘陵学・自然論、まちとく

らしの環境講座、まちだ市民環境塾 

(4) こころとからだ 

  の健康学 

“こころ”と“からだ” 

の健康学 

心と体の元気学、夏休み器械運動教

室、リズム水泳教室 

 


